
平成20年度　第６学年　音楽科年間指導計画（シラバス）

　①　楽しい音楽活動を通して、音楽に興味・関心をもち、生活を明るくうるおいのあるものにしよう。
　②　リズムに重点をおいた活動を通して、基礎的な表現の能力を育て、音楽表現の楽しさに気づこう。
　③　音楽の楽しさを感じ取ってきき、さまざまな音楽に親しもう。

月 題材 教材 時数 主な目標 学習のポイント 評価の方法
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つばさをください

思い出のメロディー
浜千鳥

3
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おぼろ月夜
ラバースコンチェルト
歌に願いを
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◎世界の国々の音楽
こげよマイケル
アンデスの祭り

にじを歌って

5

7
われは海の子
街は光の中に 2
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日
本
の
音
楽
を
味
わ
お
う

春の海

越天楽今様

コンドルは飛んで行く 5

○日本の楽器の響きや旋律の特徴を生
かした音楽の美しさを味わう。

・楽器のひびきの美しさを味わいなが
ら日本の音楽をききましょう。

2

3

50

心
を
こ
め
て
演
奏
し
よ
う

メヌエット
思い出の曲をつくろう
さよなら友よ
さよなら
あおげばとうとし
君が代

8

○心をこめて演奏したり、気持ちを合わせ
て表現したりする喜びを味わう。

・ひとつひとつの音を大切にしながら
演奏しましょう。
・歌詞の表す気持ちを大切にして歌い
ましょう。

子犬のワルツ
茶色の小びん　ほか

星空はいつも

風を切って
歌よありがとう

・曲想をあじわいながら、きいたり合奏
したりしましょう。
・曲想を生かして合唱しましょう。

7

広島市立古田台小学校

目標

ふ
し
の
重
な
り
合
い
を
味
わ
お
う

○年間を通して愛唱したり、歌う楽しさを
味わったりする。
○声や音が重なり合う響きを味わって、表
情豊かに歌ったり演奏したりすることがで
きる。

○重なり合う各々の旋律の特徴を感じ
取って、演奏の仕方を工夫することができ
る。

・歌声のひびき合いを味わいながら合
唱しましょう。

・楽器のひびき合いを味わいながら合
唱しましょう。

世
界
の
音
楽
に
親
し
も
う

○旋律の特徴や響きの違いを感じ取りな
がら、世界の音楽に親しむ。

・世界のいろいろな国の音楽をききま
しょう。
・音楽の雰囲気を感じながら演奏しま
しょう。

・こころのうたをうたをうたいましょう

10

重
な
り
合
う
音
の
美
し
さ
を
味
わ
お
う

・音が重なり合う響きを味わいながら
演奏しましょう。
・合唱のひびきの美しさを味わいなが
らききましょう。
・和音のひびきを味わいながら合唱し
ましょう。
・こころのうたをうたをうたいましょう

い
ろ
い
ろ
な
ひ
び
き
を
味
わ
お
う

○音色や響きの特徴を味わって、想像豊
かに聴いたり表現したりすることができる。
○全体の響きを感じながら、楽器の音色
を生かして演奏の仕方を工夫することがで
きる。

・いろいろな音楽のひびきをききくらべ
ましょう。
・歌と楽器が重なり合う響きを味わい
ながら演奏しましょう。
・楽器の組み合わせを工夫して合奏し
ましょう。

勇気ひとつを友にして
赤とんぼ／箱根八里
星の世界

ふるさと
この星に生まれて 8

○和音の響きの美しさを味わって聴いたり
表現したりすることができる。
○三部合唱の響きを味わって歌うことがで
きる。

合計時数

11

曲
想
を
感
じ
取
ろ
う

○曲想を感じ取って、想像豊かに聴いたり
表情豊かに表現したりすることができる。
○曲想や歌詞の内容を生かして表現の仕
方を工夫することができる。

木星

一日一歩の未来
広い空の下で
愛のテーマ
銀河鉄道の夜

7

リコーダーの演奏
けんハモの演奏
かい名唱・歌詞唱
　　全員で・ひとりで
　　ふたりで
　　グループで
かん賞カードや態度
いろいろな場での発表

リコーダーの演奏
けんハモの演奏
かい名唱・歌詞唱
　　全員で・ひとりで
　　ふたりで
　　グループで
かん賞カードや態度
いろいろな場での発表

楽しく表現しよう！音楽の力をつけよう！生
活に生かそう！

いい姿勢・
いい顔・大
きな口！

教科書を仕上げ
る！
　いろいろ挑戦！
　　リコーダー・けん
ハモ・歌・階名・いろ
いろな楽器など

いい姿勢・
いい顔・大
きな口！

リコーダーの演奏
けんハモの演奏
かい名唱・歌詞唱
　　全員で・ひとりで
　　ふたりで
　　グループで
かん賞カードや態度
いろいろな場での発表

教科書を仕上げ
る！
　いろいろ挑戦！
　　リコーダー・けん
ハモ・歌・階名・いろ
いろな楽器など

いい姿勢・
いい顔・大
きな口！

教科書を仕上げる！
　いろいろ挑戦！
　　リコーダー・けん
ハモ・歌・階名・いろ
いろな楽器など

速さや強さを
工夫して歌お
う

　　心を
こめて
歌おう！

曲の山を生か
して演奏しよ
う

声の重なり
を楽しもう

アンサンブルを
楽しもう

歌詞の感じを生かして
歌おう

ふしのくり返し
や変化に気づ
いてきこう


